
アスベスト対応の現実 

事前調査、気中濃度測定、除去完了検査 

アスカ技研株式会社  冨田知靖 



解体前の事前調査は 

  しっかりと行われているのか？ 



近所で行われた 
     民家の解体 



全く調査していない！ 



役所の指導も・・・。 



6階建て 病院の寮の解体 

平成3年 竣工建物 



2検体の分析結果報告書を掲示 



わざわざ2検体の分析結果報告書を掲示し調査実施を装っているが、
平成3年の建物で対象物が2検体ってことが あるのだろうか？ 



アスベスト除去工事における 

           測定業者の対応 



請負順位が末端の 
   測定業者が要求されること 

• 問題の無い測定値（条例等の基準値以内） 

 

    ①除去工事業者と協力して測定業者の視点で漏洩を防ぐ 

    ②アスベストを捕集しないように測定場所で工夫する 

    ③数値改ざん 

    （数値改ざんの要求を断ると、現場から退場させられる。） 

 



① 除去業者との協力 

作業開始前  
  排気口 

現場調整後 



集塵排気装置の整備 

倉庫で整備を行い現場に持ち込む 



集塵排気装置の状況を協力して確認 

作業中の排気口 



② 測定場所で工夫する？ 

公立高校のアスベスト除去工事。 
 

室内測定なのに窓際で外を向いている。 



③ 改ざん要求       退場！ 

作業開始前 
作業開始後 

 除去業者お抱えの測定業者でない    測定業者が測定すると・・・ 



 役所の立会では、作業開始前の状況としてデジタル粉じん計で 
 “0 count”を見せ、役所の測定中は隔離養生内部では作業を行わずに
やり過ごす。（内部は見えない様に工夫されている）。 
 

 分離発注に近い状態で私達が測定し、漏洩を伝え作業を停止させた。 
他工区用に現場には集塵排気装置が12台あり、4回入れ替えたが、全
て漏洩した。 この業者には、排気装置を整備できる人（整備したことの
ある人）が一人もいなかった。 
最終的に私たちが退場となった。 

退場

何事も無く除去工事終了

元請け

除去計画会社

除去実施会社 測定業者

（私たち）

お抱え測定業者

作業開始前 



請負順位が末端の測定業者が 
 要求されてもいないのに実施していること 

①常に検出限界未満の数値を報告する 

   ・何があろうと工事の測定は常に検出限界未満 

 

②ゼネコンのアスベスト担当者のストーリーにあわせる 

   ・測定ろ紙を低温灰化し分散染色観察 

   ・デジタル粉塵計を指示に従い多用し、 

              その結果に応じた数値を出す 

 



自治体発注の解体工事 
       に伴う青石綿除去工事 

分離発注に近いかたちで いつもの測定業者でない私たちが測定。 





『今まで集塵排気装置から 
      漏洩したことが無い！』 

除去業者の言い分 

・今まで集塵排気装置から漏らした事なんて無い。 

・デジタル粉塵計では問題無かった。 

・内装解体の影響ではないのか？ 

・毎回整備して持ち込んでいる。 



分離発注で私たちが測定を実施。 
除去業者は威嚇のつもりか、お抱えの 
測定業者に 並行測定を実施させたが・・・。 

問題が起きた現場 
    での除去工事 

2016年9月2日 毎日新聞 



ポンプは異音放ち停止。2時間以上測定者は現れず。 

並行測定業者の吸引チューブ 

4時間測定の残り30分で弊社のろ紙が 
                    何者かに破かれた。 
（3時間30分経過時の点検ではろ紙に問題は無かった。） 

破かれたろ紙 
  並行測定業者が現れないので、 
                   ポンプ停止を除去業者に指摘。 



正常なろ紙ホルダーとろ紙 

並行測定に来てこの状態。 
普段の測定はどうなっているのか？ 



アスベスト除去工事における 

               除去残し 



クボタショック直後は工事が多く 

  『除去残しが多い』 と言われているが・・・。 

 第三者による完了検査がない限り 

        除去残しは続く いつまでも！？ 



テナントビル 事務所 天井内 （2007年除去 2015年調査 青石綿吹付材が残っている） 



テナントビル 機械室 直天井 
 
（2007年除去 2012年調査 
  青石綿吹付材が残っている。） 

壁 

直天井 

直天井 

直天井 



社宅の風呂場  
天井内  
 
（2019年調査 
  改修前の古い天井板が残っている） 



ビル 機械室 （2007年の除去 2019年調査 白石綿含有乾式RW吹付材がきれいに除去されている）  

鉄骨梁 

けい酸カルシウム板 第2種 

けい酸カルシウム板 第2種 

けい酸カルシウム板 第2種 

梁 

柱 

梁 

天井 グラスウール吸音板 グラスウール吸音板 

直天井 

壁 



2017年除去 
茶石綿吹付材 
 
町の小さなパン工場 
 
 



2017年 
小学校 便所 天井 
  ケイカル板 改修工事 
 
 便所内：860f/L アモサイト 
   （PCM/PLM法） 



2018年除去 
 
工場 外壁 仕上塗材 



2018年除去 
 
 
 
 
 
公共施設 石綿円筒 



2019年除去 
 テナントビル 
 
茶石綿含有 
 ロックウール吹付材 



2020年除去 
 比較的小さなビル 
 
 
白石綿含有RW吹付材 
 

梁 

梁 壁 

直天井 

除去後 

除去後 



 第三者による完了検査がない限り 

       除去残しは続く いつまでも！？ 

 って書きましたが、 

 

   検査が行われた場所でも・・・ 



2016年除去 
青石綿吹付材 
 
自治体施設 
（自治体の検査 合格） 



2017年除去 
カポスタック 
（茶石綿の煙突断熱材） 
 
自治体の施設 
（自治体の完了検査 合格） 



公的施設 天井 白石綿含有蛭石吹付材 除去済み（役所の検査済み） 

梁 

直天井 

壁 

梁 

直天井 

直天井 



1年前に工事が終わっている。 
気中濃度測定で青石綿が出るなんて、 
測定業者が間違えている。 
 
と言われましたが。 

年に1回の定期環境測定で
青石綿が飛散していること
を確認した。 
（PCM/PLMで確認） 

2016年12月23日 毎日新聞 



渡り廊下 



クラブの水筒・コップ置き場 



業者を入れて掃除を行った後。 
 
 
 教室の壁に青石綿。 



●建物のアスベスト調査は、 

  解体・除去にあたる業者とは分離し、有資格者が実施する。 

 

●改築・解体工事に伴うアスベストの濃度測定は 

 ゼネコン、解体・除去にあたる業者と分離が必要。 

 資格制度の創設が必要。 

 改ざんを行う測定業者には罰・制裁が必要。 

 

●アスベスト除去にあたる業者は 

 国による資格制度の創設が必要。 

 漏洩防止をしない業者には罰・制裁が必要。 

  

●アスベスト除去工事では 

 アスベストを見分けることができ、利害関係の無い者による 

 目視完了検査を まず 義務付けることが必要。 


